
1 9齢己パリにおけるキャバレーと新聞

吉田正明
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文学作品とは異なり，大衆文化としての性格を持つシャンソンに関しては，

これまで本格的な学術研究はそれほど進展しているとは言えない。2004年にフ

ランス国立図書館が「20世紀シャンソンの回顧展」を開き，BertrandBonnieux, 

Pascal Cordereixなどの専門職員の努力により，シャンソン関連の諸資料・文

献の整理と目録作りが進められ，シャンソン研究の基盤がようやく整ってきた

ところである 1）。

フランスにおけるシャンソン研究の動向は，リモージュ大学の E叩aces

Humains et Interactions Culturelles (EHIC）第一部門「民衆文学研究センタ

ー」 Centrede recherches en litterature populaire2＞，「学際的シャンソン研究

セミナーJSeminaire interdisciplinaire de la chanson (SIC），あるいはモンペ

リエ第3大学のElisabethPillet, Marie-Eve Therentyが主催する Centrede 

recherche RIRRA 21などにおいて新進気鋭の研究者が学際的なシャンソン研

究に従事し始めている。

日本においては，シャンソンの学術的研究はいまだ立ち遅れていると言わざ

るを得ない。シャンソン歌手や歌詞を紹介しているものなどは多々見受けられ

るが，いずれも学術的研究水準に達しているとは言い難い。

一方， 19世紀における出版物の研究に関しては，DominiqueKalifa, Philippe 

Regnier, Marie-Eve Therentyなどの研究グループが優れた研究成果を挙げ始
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めており 3），日本では小倉孝誠などの研究を挙げることができょう 4）。

筆者は，これまで科研による研究「近代フランスにおける文芸シャンソンの

諸相と文学との交錯J（平成22～24年度基盤C，研究分担者：三木原浩史）及

び「文芸キャバレーにおける文学とシャンソンの影響関係J（平成25～27年度

基盤C，研究分担者：三木原浩史）に従事し， 19世紀中葉から 20世紀中葉に

かけてパリのキャバレーやカフェ・コンセールにおいて隆盛したシャンソニエ

や歌手たちの実態を調査研究し，文学者や芸術家との交流を通じてモンマルト

ルを中心に発展した文芸シャンソンの諸相と変遷を明らかにしようと努めてき

た5）。

これらの研究を進める中，パリでの現地調査で 1903年創刊のシャンソンを

扱った週刊誌『歌うパリ』 Parisqui chanteを多数（1903～1909年）入手す

ることができた。これは当時ベルエポック期のカフェ・コンセールで、活躍した

人気歌手（メイヨール，ポラン， ドラネム，フアジェット等）の持ち歌を歌詞

と楽譜のみならず，歌手のイラストや写真をふんだんに鎮めて紹介したもので，

彼ら・彼女らの舞台での歌芸の様子が手に取るように分かる貴重な資料である。

この週刊誌の調査研究により，それ以前，すなわちカフェ・コンセールが作ら

れ始めた 19世紀中葉からモンマルトルを中心に文芸キャバレーが隆盛する 19

世紀後半にかけて，当時の出版物（新聞，雑誌，定期刊行物等）とシャンソン

との関係は果たしてどのように取り結ぼれていたのか，また，その関係はカフ

ェ・コンセールと文芸キャバレー，あるいは労働者サークルといったシャンソ

ンが重要な役割を果たした3つの異なるトポスにおいてどのような違いが見ら

れるのか，といった新たな関心が芽生えるようになった。

異なるトポスにおける出版物とシャンソン

当時の出版物は，シャンソン歌手やシャンソンを聞かせる場所を紹介するに
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あたって大きな役割を果たしたに違いない。新聞や雑誌は，大衆にカフェ・コ

ンセールや文芸キャバレーの様子や，そこで、歌っている歌手やシャンソニエを

紹介し，大衆の興味をひき関心をそそることでそこに足を運ばせることに大い

に貢献したことは想像に難くない。シャンソンスターの出現もマスメディアと

しての出版物と深い関係がある。最初のシャンソンスターと見なされているテ

レザが有名になるのは 1863年のことで，奇しくも大衆的日刊紙 LePetit 

Journalが創刊された年でもある。カフェ・コンセールが娯楽の花形として隆

盛を誇るようになると，上流階級の新聞をはじめ様々な出版物はこぞ、って人気

歌手たちの舞台芸や私生活の逸話や醜聞について報じるようになる。

カフェ・コンセールの記事を主に扱ったLeTrombinoscope, Les Hommes du 

}ourといった個性的な新聞や， LaLune, L'Eclipse, Le Sifiletとし、ったカリ

カチュア新聞などで連日報道される人気歌手たちの記事が人々の興味と関心を

そそり，かくして芸能界のスターたちが誕生してし、く。上流階級の新聞 Le

Figaroでさえ歌手たちの舞台裏や私生活の不謹慎な話題を遠慮なしに報じる

ようになる。カフェ・コンセール専門の新聞L'Echodes concerts (1863・1860)

も発行され，有名店「エルドラドJ「アルカザーノレj 「カジノjなどの特集記事

を報じる。

一方，社会主義や無政府主義の信奉者や労働組合運動の推進者たちが，労働

者を対象に発行していたLePere PeinardやLaGuerre Socialeとし、った別種

の新聞においても，シャンソンは重要な位置を占めていた。初等教育の普及に

よって識字率が高まる中，新聞記事とシャンソンを合体させた新しいジャンル

の新聞も誕生し，有名なシャンソニエのジュール・ジュイの時事的シャンソン

を定期的に掲載したLeCri du Peupleがセヴリーヌによって 1886年から発行

されるようになる。

また他方， 19世紀後半モンマルトルに次々に誕生して多くの人々をひきつけ

た「シャ・ノワールJをはじめとする文芸キャバレーも，いくつかはその店名
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を冠した新聞を発行することになるが，そこでもシャンソンは重要な役割を果

たした。これら文芸キャバレー発行の LeChat Noir, Le Mirliton, La Lanterne 

japonaise, Gazette du Bagne, La Lune Rousse, Les Quat'z'Artsなどの新聞

においては，カフェ・コンセールを専門とする新聞に比べて，それほど厳しい

検閲の目が光っていなかったとされる。

キャバレーの歌

キャバレーで歌われたシャンソンはカフェ・コンセールのそれとは異なって

いた。照明をともなった華やかな舞台もなければ，きらびやかな衣装とも無縁

で、あった。カフェ・コンセールで、歌われるシャンソンの歌詞に対しては，その

内容に応じて検閲済証印visaを押すか押さなし、かを決めていたが，当時恐れら

れていたヴァロワ通りの有名な検閲官アドリアン・ベルンハイム Adrien

Bernhaimは，キャバレーの歌は見逃していた。それゆえキャバレーで、歌って

いた詩人兼シャンソニエたちは，ピアノ伴奏とともに彼らの書いたシャンソン

を気兼ねなく歌うことができたのである 6）。

キャバレーにやって来た客たちはシャンソニエたちの歌に喝采を送り，彼ら

が気に入った歌を何度も要求し，最後はその歌をみんなで合唱する光景もよく

見られた。このようにモンマルトルを中心にキャバレーの歌が生まれ，人気の

ある歌はカフェ・コンセールの歌手たちにも取り上げられ歌われた。それらの

歌は楽譜とイラストとともに廉価な紙に印刷された petitformatや grand

format （紙の大きさの違いによりこのように呼ばれた）として音楽出版社から，

あるいは時としてシャンソニエ自身の手によって販売され広まった。

これらの歌ははじめ「シャ・ノワールの歌Jchanson du Chat Noirと呼ばれ

ていたが，カフェ・コンセールで、歌われていたような軽薄な歌とは一線を画し

ていた。それらはベランジェ BerangerやドゥブローDebrauxやデゾジエ
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Desaugiersなどの歌謡作者の系譜に連なる歌であり，およそ 100人ほどの詩

人や音楽家たちによって作られた質の高いシャンソンであった。詩人の詩に曲

付けされた歌がしばしばシャンソニエたちによって歌われたが，とりわけ好ん

で付曲されたのは，テオドール・ド・バンヴィル，フランソワ・コペー，ポー

ル・ヴ、エルレーヌ，ジャン・リシュパンなどの詩人であった。

これら「シャ・ノワールの歌」が取り上げたテーマは，時事問題（ジャック・

フェルニーJacquesFernyの「大統領訪問JLa防1'sitePresidentielle，アンリ・

フュルスィ HenryFursyの「普通選挙JLe Suffrage universe］等），貧窮，社

会の悪弊（イヴェット・ギルベールが歌ってヒットさせたザンロフ・Xanrofの

「辻馬車JLeFiacre等），クリスマスの歌（ポール・デルメ PaulDelmetの「小

さな教会JLa Petite Eglise等），愛，そして地方の文化・伝統（ブ、ルターニユ

地方のテオドール・ボトレノレTheodoreBotrel，ボース地方のガストン・クテ

Gaston Coute等）などで、あった。そこでは，個性的な歌唱や言葉遊びゃ意識

的な音の反復などが聴衆の耳を喜ばせ，とりわけ政府や教会に対する辛練でふ

ざけた茶化しや，皮肉やブラックユーモア（モーリスーマク＝ナーブMaurice

Mac・ Nabの「胎児JLes Fretus等）を交えた歌が彼らを笑わせ人気を博した

のである 7）。

新聞『シャ・ノワール』について

科研費によって当時一世を風騨したモンマルトルの文芸キャバレー「シャ・

ノワーノレJが発行した同名の新聞のリプリント版を入手することができた 8）。

他のキャバレー発行の新聞のお手本にもなったこの興味深い新聞は，店の雰囲

気を余すところなく伝えると同時に，毎号載せられる風刺画によって当時の

世相や時事問題や文化などを知る上でも貴重な資料である。 19世紀モンマルト

ル文化を専門とする歴史学者マリエル・オベルチュールの論考 9）などを参考に，
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この新聞の概要を紹介することにしよう。

この新聞は 1882年 1月14日（土）に，店の開店後ほどなく創刊されたもの

で，当時のキャバレー新聞の中で最も長きにわたって発行された週刊紙である。

途中短期間中断されたものの，本紙は 1895年3月30日（土）まで足掛け 13

年間にわたって 688回も発行され続けたのである。編集主幹は店の創立者であ

るロドルフ・サリス RodolpheSalis，彼に協力して店を設立したイドロパット

Hydropathesの領袖エミール・グドーEmileGoudeauが初代編集長を務めた。

紙面のサイズ（フォリオ版四面）はドーミエ Daumierとシヤルル・フィリボ

ンCharlesPhilipponの『シャリヴ、アリ』 Charivariをお手本にしており，副

題は「面白いモンマルトルの機関紙JOrgane des interets de Montmartreと

なっている。頁数は原則として4頁であり（創刊号など時に6頁のものも見受

けられる），紙面には詩，小話，連載小説，時評，広告などの他，株や裁判に関

するニュースなども載せられている。そしてなによりも読者の目を引くのは，

毎号載せられているデ、ッサンや風刺画や戯画に他ならない。発行部数は，時期

により変動があるが， 12,000部から 20,000部の間で推移している。発行され

たのは土曜日である。値段は 15サンチームで，店の客にその場で販売された

り，フランス全土で予約購読されたり（パリでは年間 10フラン，半年 7フラ

ン，地方では年間 12フラン，半年8フラン），街のキオスクで売られたりした。

アドルフ・ヴ、イレット AdolpheWilletteが「故ピエロJFeu Pierrotの中で面

白いエピソードを語っている。それによれば，キオスクで「黒猫ありますか？J

《Madame,avez-vous Le Chat noir？》と言うと，もしそのマダムが褐色の髪

の女性だ、った場合はなおさら，平手打ちを食らうこともあったという 10）。

見出しの挿絵はアンリ・ヒ。ル HenriPilleによるもので，尻尾をぴんと立て

毛を逆立ててムーラン・ド・ラ・ガレットを守っている雄の黒猫が描かれてい

る。 1度だけフレデリック・ミストラル FredericMistralに捧げられた 1884

年5月24日号だけは，ヒ。ルの別の挿絵「ノレー・マタゴJLouMatago （モンマ
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ルトルの丘の風車と太陽を背にして座っている黒猫）が使われている。

創刊号からすでに，店での詩人やシャンソニエたちの生の声や歌，あるいは

熱を帯びた丁々発止の議論や文学談義などの雰囲気を活写した感のある記事や

詩や時評などが，デッサンや漫画や風刺画などとともに掲載されており，本紙

はその後文学サロンか、ら締め出されたり，公式の官展から見放されたりした若

きボヘミアン詩人や芸術家たちにもその門戸を広く開くことになるのである。

1882年 1月 14日（土）の創刊号の官頭には，「モンマルトルJMontmartre 

と題されたジャック・ルアルディ JacquesLehardy （「シャ・ノワールJの最

初の常連の一人で，詩人クレマン・プリヴェ ClementPriveの偽名）の記事が

載っている。そこでルアルディは，パリを訪れた旅行者がb、かにモンマルトル

の丘の優位性に感服するか，モンマルトルが「世界の中心JCentre du monde 

であり，「人類の発祥地JBerceau de l'humaniteであることを語つでいる。

一方，アケンピA’Kempisことエミール・グドーは，同紙の「発見の旅JThyages 

de decouvertesと題する記事において，旅行者をパリの至る所に案内すると，

そこに窺われるのは政治的にも文化的にもモンマルトルの影響に他ならないこ

とを述べている。グドーはまた同紙に「ポーランド人ーある叙事詩の断片－－.，－J 

Les Polonais, fragment d'un poeme epiqueと題する詩を載せており，カルチ

エ・ラタンでイドロパット 11）というふざけ好きなfumisterie詩人仲間を率いて

いた頃の精神を発揮して，葡萄酒と歌とが呼応していた時代を回顧している。

創刊号に描かれたサリスによる 2枚のデッサンにもグドーの諸諺精神が表れ

ている。グランヴィルGrandvilleに着想を得た最初のデッサンは「我々の演目J

Notre Programmeと題されており，下部には伝説と化した名句「もう動かな

いようにしよう！みんながここにやって来るから！」《Nebougeons plus! 

Tout le monnde y passera！》が記されている。そこに描かれているのは，モン

マルトルの風車を背景にロパやアヒルたちを前にして，カメラのレンズキャッ

プを手に持ち羽飾りの付いたつば広の帽子を被って直立した，写真家に扮した
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黒猫である。黒猫は手を大きく広げ，モンマルトルからパリに向かつてカメラ

を向けているかのようで，キャバレーの繁栄を誇示しているようにも思われる。

2枚目のデッサンは，下部に「さあほら，ミッシェル母さん，あんたの猫は

迷子になんかなりはしないでしょう！ J《Allez,la mらreMichel, votre chat 

n’sera pas perdu！》という有名なシャンソンの歌詞が動詞の時制を現在形から

単純未来形に変えて引用されている。これは「それはミッシェル母さんJC'est 

la mer' Michelとしづ 1820年以降に広く知られるようになっiた俗謡 12）で，サ

リスが引用している箇所は，いなくなった猫を心配して窓辺で嘆く彼女に， fリ

ュステュクリュ父さんjPere Lustucru 1a＞が答えて言うせりふ「さあほら，ミ

ッシェル母さん，あんたの猫は迷子になんかなってやしないさ。J《Allez,la 

m訂’Michel,vot’chat n’est pas perdu.14）》という部分の借用である。しかしこ

のデッサンが表している女性は，サリスをはじめ初期の「シャ・ノワールJの

仲間たちが自分たちの守護聖女と称えたパリコミューンの女闘志ルイーズ・ミ

ッシェルLouiseMichelに他ならない。黒猫の片手を左手でっかみ背後から右

手で彼女の左の上腕部をわしづかみにしているピスマルクとおぼしき軍人に，

万を腰にさし怯むことなく踏ん張って直立する雄々しいルイーズ・ミッシェル

の頭の上には，聖人像に見られる光輪が描かれている。

このように週刊紙『シャ・ノワール』でひときわ読者の興味をそそるのは，

毎号3頁目に描かれるデッサンや漫画であり，おそらく購読者も毎回それを楽

しみにしていたに違いない。本紙にデッサンを寄せたのはおよそ 80名の画家

たちであり，『シャ・ノワール』はカリカチュアの歴史や挿絵付き風刺新聞や当

時の風俗を知る上で貴重な資料ともなっている。それらのデ、ッサンを一瞥する

と，それぞれの芸術家が自分たちの周りの世界をどのようにとらえていたのか，

彼らの世界観を窺うことができる。本紙のデッサンを通して読み取れるのは，

芸術家の苦悩と同時に 19世紀末のフランス社会の悪弊や退廃や現実である。

そこには多くの場合人間の営為の愚かさが辛練に描かれている。それは愚行，
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未熟，不倫，女性の不幸などであるが，同時に夫，妻，愛人の三者が演じる滑

稽な喜劇，家庭の喜びや黒人への差別，軍隊生活，あるいは盲目的愛国心やブ

ルジョワ生活など多彩な情景が描かれている。

この『シャ・ノワール』に連載された 19世紀末のパリの風俗・風刺画は，

本紙に収められたモノローグやシャンソンなどとも呼応しているが，まるでゾ

ラが『ルーゴン＝マッカール叢書』で描いた世界を視覚化しているかのようで

ある。それらのイマージュはわれわれ読者の想像力を掻き立て強力な喚起力を

もって迫ってくる。ヒ。エロを主人公にしたこま割りの漫画（bandedessin的の

さきがけ）などは，無声映画を見ているようで，そこに盛り込まれた奇想、やユ

ーモアによって思わず失笑せずにはいられない。各デッサンに添えられた言葉

も味わい深いものがある。

デッサンを描いた画家の中でもとりわけ3人の名前が頻出する。アドルフ・

ヴィレット AdolpheW辻lette，テオフィール・スタンランTheophileSteinlen, 

カラン・ダッシュ Caran d’Acheである。それぞれが社会に対する自らのヴィ

ジョンを独自のスタイルで、表現している。ヴィレットはヒ。エロを登場させ，ス

タンランは猫を描き，カラン・ダッシュは軍隊生活を得意とした。

『シャ・ノワール』に横溢しているのは，皮肉ゃからかいやひやかしの精神

である。店の経営者サリス自らが本紙のことを「皮肉・冗談新聞Jjournal 

d’ironico・blagueurと呼びならしていたくらいである。至るところに悪ふざけ

や冗談が盛り込まれており，キャバレーの陽気な雰囲気が伝わってくるようで

ある。左岸のカルチエ・ラタンでイドロバットの陽気なメンバーとして知られ，

初期から『シャ・ノワール』に関わることになる奇人サベック Sapeckもまた，

モンマルトルに彼特有の奇想天外で陽気な悪戯を持ちこむことになる。店に客

を呼び込もうとして仕掛けた，サリスのピストル自殺を伝える虚報と偽の葬儀

の芝居を思いついたのもサペックに他ならない。このブラックユーモアを利か

した悪ふざけの記事が出たのは， 1882年4月22日号においてである。「言ト報J
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Un deuilと題する偽の言卜報記事を書いたのはアケンピA’Kempisという偽名を

使っていたエミール・グドーであった。それによると，元気溌刺だ、ったサリス

が悲嘆にくれピストル自殺を図ったのは，ゾラに自分のアイデアを剰窃された

からだとしづ。発見された遺書には，「もはや生きていけなし、！ゾラが『家庭料

理』の中で私のアイデアを盗んだからだ。これでユゴーの正当な後継者たる国

民的詩人になる夢が断たれてしまった。あの世に旅立ちます。J《Jene puis 

survivre ! Zola dans Pot・Bouille; m’a vole l'idee qui devait faire de moi le 

poete national, digne heritier de Hugo. Je parts.15＞》と書かれていたという。

追記には，葬儀は月曜日の午後 2時から執り行われるので，参列者はキャバレ

ーに参集されたい，詩人と音楽家には追悼詩編（曲） psaume fu的bresを用意

願いたい旨記されている。末尾には縞績のデッサンが添えられており，なかな

か手の込んだ演出がなされている。

ポール・スデーPaulSoudayの回想16）によると，この悪ふざけを思いついた

のはサペックだという。偽の葬儀当日の月曜日は，キャバレーの扉に「国喪の

ために開店J《Ouvertpour cause de deces national》という掲示が貼られ，

鎧戸は閉じられ，店内には黒幕が張られ，複数のローソクが灯されていた。黒

のサージで覆われた架台の上にチェロと棺が置かれ，その傍らに修道女に扮し

た画家シニヤツク Signacが脆いていた。椅子の上には偶鰻が置かれており，

コップを洗う棒ブラシが水で満たされたお椀の中に浸してあった。騎されてい

るとも知らず唖然とする来客たちに向かつて，葬儀長に扮したデショーム

Deschaumesが「その水をふりかけなさしリと冷淡な調子で、言っていたという。

まさにドッキリカメラよろしく，この大がかりな人を担いだ茶番劇の最後にひ

ょっこり死んだはずのサリスが姿を現し，参列者たちに会釈したというのだか

ら，踊されたとはいえ，さぞかしそこに居合わせた人々は仰天したことであろ

ワ。

このような悪戯や奇想天外な企ての傍らで，本紙には偉大な詩人の作品や世
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聞にまだ知られていない作家や忘却の彼方に追いやられてしまった作家たちの

作品も分け隔てなく掲載されている。週刊紙『シャ・ノワール』は， 1880年代

から 1890年代にかけて様々な文学的・芸術的流派や傾向が勃興する中，し、か

なる傾向や流派にも与することなく良いと思ったすべての作品を許容した雑多

な精神こそが，何ものにも代えがたいその豊穣さを作り上げているのではなか

ろうか。

その他のキャバレーが発行した新聞

モンマルトルに次々に誕生した「シャ・ノワール」以外の他のキャバレーで

も，週刊紙『シャ・ノワール』を真似てそれをお手本にじて多くのキャバレー

新聞が発行されるようになる。

アリスティッド・ブリュアン AristideBruantのキャバレーで発行された

わレ・ミルリトン』 LeMirlitonは，もっぱら彼が店で歌うシャンソンを広く

世間に広めるための媒介の役割を果たした新聞であるが，『シャ・ノワール』の

影響もそこには窺える。キャバレー「ル・ミルリトンjは，サリスが 1885年6

月に手狭になったため「シャ・ノワールJをラヴ、アル通り ruede Laval （現在

のヴィクトール・マッセ通り rueVictor-Masse）のより広い建物に移転した跡

地（ロシュシュアール大通り 84番地）をブリュアンが手に入れ改装して作っ

た店である。ブリュアンの罵倒芸に関しては，鹿島茂の『モンマルトル風俗事

典』 1のに詳述されているのでそちらを参照されたい。

新聞『ノレ・ミルリトン』には，ブリュアンのシャンソンが優先的に掲載され

たが，ザンロフ Xanrof（本名 LeonFourneauをラテン語に戻してFornaxと

し，それを逆さまにした偽名）のシャンソンや，アルフォンス・アレーの小話

なども載せられている 18）。本紙は4面構成で， 1面にはカラーないしは白黒の

リトグラフィーによる挿絵が印刷されている。挿絵を描いたのは，由緒ある貴
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族の末葡で家族にキャバレー新聞の挿絵を描いていることを知られたくなかた

ため， トレラゼ’Trelaze・やトレクロ’freclauといった偽名を隠れ蓑にしていた

トウールーズ＝ロートレック Toulouse-Lautree，同じくジャン・カイユーJean

Caillouという偽名を使っていたスタンランSteinlen，アンリ・ヒ。ルHenriPille, 

ユゼ、スUzes，フォランForainなどである。

最初はかなり不定期にではあったが月 1回のペースで発行され，その後 1885

年から 1894年までは週刊紙として毎週金曜日に発行され続けた。本紙の値段

は1部 10サンチームで，『シャ・ノワール』 (15サンチーム）より若干安かっ

た。定期購読の場合は，フランス圏内が 1年間 6フラン， 6か月 4フラン， 3

か月 3フランであるのに対し，外国の場合は 1年間10フラン， 6か月 6フラ

ン， 3か月4フランという値段設定であった。 1895年にブリュアンが彼のキャ

バレーをマリウス・エルヴォションMariusHervochonに売却し本紙は廃刊と

なった。

「オリーヴの詩人Jと呼ばれたジャン・サラザンJeanSarrazin19）は，キャ

バレー fディヴァン・ジャポネJDivan J aponaisにおいて『ラ・ランテルヌ・

ジャポネーズ』 LaLanterne japonaiseとし、う文芸新聞を発行するが，本紙は

1888年 10月27日から 1889年4月20日までの半年間でわずか 16号までし

か発行されなかった。この新聞は『シャ・ノワール』を模倣しており，発行日

も土曜日であり， 1面にはジョルジュ・オリオールGeorgeAuriolの日本趣味

を取り入れた挿絵が掲載された。この挿絵からも窺えるように，キャバレー「デ

ィヴ、アン・ジャポネJ及び本紙『ラ・ランテルヌ・ジャポネーズ』は，当時の

美術界に大きな影響を与えつつあったジャポニスムを公に支持しているのが分

かる。紙面にはジャン・サラザンの作品や，ヴェルレーヌやシヤルル・クロス

の詩などが掲載されており，また4面にはその週に催される各種の興業が紹介

されていることから，「ディヴァン・ジャポネJは「シャ・ノワールjや「ル・

ミルリトンJと比べると，どちらかというとカフェ・コンセールよりのキャパ
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レーで、あったことが分かる。イヴ、エツト・ギルベールがムーラン・ルージュで

歌った後，このキャバレーにやって来て歌ったことがその証左である。

その他，パリコミューンの闘志として戦い流刑地で過酷な体験をして戻って

きたマクシム・リスボヌ MaximeLisbonneが開いた「流刑地の居酒屋JTaverne

du Bagneが発行した『ガゼット・ド・パーニュ20）』 Gazettedu Bagneや，版

画家シャルル・ジャック CharlesJacqueのエッチング、を広めるために開店し

た「ラ・ロシュフーコjLa Rochefoucaultで発行された『ラマトウール 21）』

L'Amateurとし、った新聞などは，いずれも短命に終わっている。

おわりに

以上見てきたように，キャバレーで発行された新聞によってモンマルトルの

活発な文芸・芸術活動の実態が多くの読者に伝えられたことで，人々はこぞ、っ

てモンマルトルの文芸キャバレーに足を運ぶようになる。かくしてモンマルト

ル神話なるものが作り上げられてし、く。その中でも『シャ・ノワーノレ』が果た

した役割は絶大である。サリスが性格付けしたように皮肉と元談を満載し，デ

ッサンの効果を最大限生かし，偉大な作家であるなしを間わず無名の作家や忘

れ去られた多くの芸術家や作家にも門戸を開き，表現の自由をとことん追求し

た本紙は，『ラ・リュヌ・ルース』 LaLune Rousseや『レ・キャッザール』 Les

Q閥均~ts とし、った他の多くのキャバレー新聞に模倣されはしたが，他の追随

を決して許すことはなかった。本紙が示したお手本により，表現の自由と譜譲

とユーモアの精神がやがてモンマルトルの精神と見なされていくのである。そ

れは今日でも変わることなく，脈々と受け継がれている精神であることは確か

である。
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